




A Study on the Hand Weaving Exercise Education
in the Women’s Junior College
-Approach to Solve Some Problems-
































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ラフスケッチ 0 温度計・タンクなどの準備 0
でき上がりサイズ 2 湯・染料・助剤の計量 3
チェックパターンの展開 3 染料・助剤の投入 0
配　　色 2 温度調整・糸の投入 1
リピートの扱い 0 染色中の糸繰り 1
イメージの設定（キーワード，テーマ） 0 温度の維持管理 1
織組織 3 自然冷却 0
資料収集 0 すすぎ洗い 0
2．糸量計算　　作業内容 選択者（名）　脱水・乾燥 0
でき上がりサイズの確認 3 糸をさばいて整える 1
織り縮みを含んだ計算 2 5．糸繰り　　作業内容 選択者（名）
箴通し幅の確認 0 糸（紹）をさばく 0
織長の確認 0 糸を紹かけにかける 0
経密度 2 ひびろを切り糸口を取り出す 2






糸　　長 0 6．整経　　作業内容 選択者（名）
糸の長さを糸の重さに直す 3 整経台の準備 0






















































綾返し 1 12．タイアップ　　作業内容 選択者（名）
機草の準備 0 タイアップ図の確認 3

































耳以外の筏目には1羽に1本を引き込む 0 かまちを下ろす 0
適当な本数をまとめて結び箴から抜け
落ちないようにする
0
踏み木を踏みかえ反対側から緯糸を入
れる
1
11．前っけ　　作業内容 選択者（名）　3～4cm程捨て織りをする 1
箴幅の2～3c皿にあたる経糸を織り出
し棒の中央に結ぶ
1 綜続通しや箴通しに間違いがないか織
り地を見て確かめ，間違いがあれば直す
2
新しいことに挑戦してみたい，他の人とは違
う何かをしてみたいといった前向きな姿勢が
個人的な質問として発せられた．そこでそれ
ぞれの配色やパターンに合わせ助言し，実際
に試し織りを促すなど指導にあたった．デザ
インにおいて援助した内容は個人の表現に関
わるものが多かった．
　糸量計算については本年度，簡略化によっ
て理解しやすいものとなったと考えられたが，
このアンケート結果から用語についてまだ十
分な理解に至っていない，また，経糸の密度
と経糸本数の関係といった基本的な項目にっ
いても理解ができていない学生がいることが
分かった．イメージを形にしていく際に必要
となる数字への換算は，計算に対する苦手意
識とともに，学生たちにとって抵抗感のある
作業工程であると思われるが，織りの原理を
用語と結び付け理解することができれば，乗
り越えることができる内容である．今後も糸
量計算に関する補足資料の用語に関する表記
をより理解しやすいものに改善することによっ
て，分からないことはすぐに聞くといった方
法に頼ることなく，学生たち自らもう一度学
び直す姿勢を喚起したい．
②糸の準備・染色
　糸の準備に関わるっまずきの内容として，
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糸をさばくこと，糸口の取り出し，重さの確
認，ひびろを作る作業があげられた．この作
業工程は糸を扱う初めの工程であり，素材に
慣れていないことからくる緊張や不安から，
自分が行っている作業が間違っていないか，
これで合っているのか，といった確認を必要
とした．
　染色は，殆どの学生が友達の援助を受け，
作業を進めたとした工程である．っまずきの
内容は主に助剤や染料，湯の計算，計量であっ
た．授業では学生たちが互いに確認しながら
作業を進めている様子が見受けられた．小数
点を含んだ計算やさまざまな薬品の扱い，ガ
スの点火や調節といった作業に抵抗を感じな
がらも，友達と一緒に作業することで，それ
が和らいでいるようだった．
③糸繰り・整経
　糸繰りは先の糸の準備工程と殆ど同じ作業
内容であり，っまずきの項目は減少している．
ただしここでは，染色により糸が絡まり糸口
が取り出しにくくなっている紹もあり，その
ような状態で糸繰りをする際には教員の援助
が必要とされた．
　整経については，本年度っまずきの状況が
大きく改善された工程であった．前年度はこ
の作業工程全体にっまずきが見られたが，本
年度っまずきの内容としてあげられたものは，
整経長及び整経本数の確認，順路の確認，綾
をとり整経を進めること，綾の確保の項目で
あった．作業内容を理解している学生が自主
的に作業を進める様子を見て，学習内容を反
鍔することも可能であったためか，学生それ
ぞれが各自のペースで作業を進めることがで
きたようだった．
④仮箴通し・経巻き・綜続通し・箴通し
　経糸を機にセットする仮箴通しから箴通し
までの工程では，仮箴通し，経巻き，箴通し
について教員の援助が必要とされた．っまず
きの内容は主に仮箴通しと箴通しの引き込み
本数に関するものであった．仮箴通しにっい
ては箴通しと混同して理解している，耳部分
の引き込み本数を忘れているなど，ところど
ころ理解が抜け落ちていても，そのことに気
が付かないまま作業を進める状況が見られた．
　経巻きにっいては，実際に経糸を巻き取る
前段階として行う作業でっまずき，援助を必
要としていた．経巻きは，二人以上で作業を
行う必要があり，これまでも学生相互に援助
しながら繰り返し作業を行ってきている．作
業に慣れてはいるが，巻き取りに至る前の作
業が曖昧に進められることもあり，教員と話
しているうちに思い出した，といった場面も
あった．
　これら一連の作業工程で見受けられたっま
ずきは，テキストを活用し，確認することを
通して乗り越えることができる内容であると
考えられる．指導の際，テキストの活用を促
す場面として位置づけたい．
⑤前付け・タイアップ・織り出し
　前付け，タイアップ，織り出しにっいては
半数以上の学生が自主的に作業を進めたとし
た工程であるが，タイアップについては半数
が教員の援助が必要であったとしている．っ
まずきの内容として，タイアップ図の確認と
綜統の上げ下げの確認があげられた．これは
新たな織り方に臨む学生への指導として個々
のデザインに合わせて個人的指導が必要であっ
た故である．織り出しについては，試し織り
によって発見された綜続通しや箴の後ろでの
経糸の交差などの間違いについて，対処の方
法を個別に指導する必要があった．
4．作業しにくいと感じる制作工程
　表10にあるように，半数を上回る学生が作
業しにくい工程として糸量計算をあげている．
その他の工程にっいては，作業しにくいとし
ている学生は2名以下にとどまっている．
　昨年度，糸量計算については，ほとんどの
学生が作業しにくいと回答し，約6割の学生
が綾返しを，また約5割の学生が整経，経巻
き，綜胱通しを作業しにくい工程としてあげ
一189一
青木・塚本：女子短大生における織実技教育にっいて
ていた，本年度，これらの割合は全体に減少
している．先の作業の進め方に関するアンケー
ト結果では，デザイン，仮箴通し，経巻き，
箴通し，タイアップについて半数以上の学生
が教員の援助を受けたが，この結果からはこ
れらの工程にっいて，作業しにくいという抵
抗をあまり感じていない学生たちの様子が窺
える．すべての作業工程にっいて完壁に身に
ついているレベルに至っているとは言えない
までも，中には身にっいている作業もあり，
学生たちは自信をもって臨むことができてい
ると自身の学習状況を捉えているのではない
だろうかと考えられた．また，っまずきに直
面した場合でも教員や友達の援助を受けるこ
とが可能である学習環境があり，部分的に援
助を受けることができればっまずきを乗り越
えることができるといった思いもあったので
はないだろうか．
　以上，本年度のマフラー制作に関して，ア
ンケート結果と授業の様子を合わせて振り返
り，つまずきと援助の実態にっいて述べた．
最後に本年度の課題目標の実施結果と有効性，
表10　作業しにくいと感じる制作工程
　　　　　　　　　　　　（単位　名）
および今後の課題にっいてまとめてみたい．
ま　と　め
制作工程 選択者
1．
2。
3．
4．
5．
6．
7．
8．
8．
8．
9．
10．
11．
12．
13．
デザイ　ン
糸量計算
糸の準備
染　　　色
糸　繰　り
整　　　経
仮箴通し
経　巻　き（準　備）
経巻き（綾返し）
経　巻　き
綜胱通し
箴　通　し
前　付　け
タイアップ
織り出し
1
4
1
2
0
1
1
0
2
2
1
1
0
0
0
年間を通した授業展開の再構築について
1）小さな織物の制作は，経糸と緯糸の交差
　　から成る織りの原理を学ぶ方法として，
　　有効であった．制作過程にっいても実感
　　を伴って理解することができ，高機を用
　　いた織物制作の際，助けとなった．学習
　　の初期段階における実施が効果的である
　　と考える．
2）小さな織物の制作体験をふまえ，素材と
　　画材を工夫して織物のデザインを段階的
　　に進めたことにより，作りたい織物のイ
　　メージを確かなものにすることができた．
3）糸量計算の方法を簡略化し提示したこと
　　により，糸量計算の目的を分かりやすく
　　示すことができた．しかし，本年度一年
　　時終了の段階では，糸量計算に関わる様々
　　な用語について，確実な定着にまで至っ
　　ていない．用語に関する補足資料の内容
　　や表記の方法などを改善し，学生自らの
　　学びのガイドとなる，活用できる資料と
　　することが必要である．
記録の工夫とテキストの作成について
1）学生たち自らの記録によるテキスト作成
　　は，織りの制作工程や作業内容を理解す
　　るために有効な方法であった．
2）記録様式を統一し，内容を整理して提示
　　したことが記録のしやすさと見やすさに
　　っながった．文章表記に加え，図など視
　　覚素材を多く取り入れたことで，より分
　　かりやすいものとすることができた．
3）記録用紙として白画用紙を採用したこと
　　は学生たちに文字の大きさ，筆記用具の
　　種類，レイアウトなどに関してある程度
　　の裁量を残すこととなり，学生本人にとっ
　　て記録した内容をより認識しやすいもの
　　とすることができた．またそれに伴い，
　　記録に対する自発的な意識を助長するこ
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　　とができた．
4）テキスト作成は，学習内容の定着におい
　　て効果があったばかりでなく，制作の進
　　行状況に差が生まれた際，不安やっまず
　　きを軽減する働きも認められた．
5）用紙のサイズと厚さについては，記録の
　　内容量や今後のテキストとしての使用の
　　状況を加味し，今後の検討課題とする．
6）学生たちの学びの深化に伴い，より多様
　　な内容，高度な技術が求められる状況が
　　予想される．そのような要求に対し，今
　　回作成したテキストをどのように活用す
　　ることができるのか，その可能性を探り
　　たい．今後個々の制作に対する興味やテー
　　マに即した内容を付加するなど，より自
　　分に合ったテキストとして進化させ，活
　　用できるものにしていくことを期待し，
　　その方法を課題としたい．
対話を含んだ集団による基礎内容の学習
1）本年度少人数による学習環境おいては，
　　プラス面とマイナス面の両面が発生した．
　　少人数であることは教員と学生との対話
　　や学生相互の作業時における協力におい
　　て良い環境として働いた．しかしその一
　　方で，教員の過剰な援助が学生自らの力
　　による学びの機会を損ね，馴れ合に身を
　　任せることを容認する事態を招くことが
　　あった．
2）コメントシートの導入による講評会の改
　　善により，学生の感想や考えを交換する
　　ことを容易にし，講評会が活性化された．
3）1年終了時における個人面接は学生たち
　　がそれぞれの制作を振り返り，卒業制作
　　を含めて今後の方向性を意識する機会と
　　なった．学生たちにとって，自身を客観
　　的に見る機会として予想以上に意義のあ
　　るものとして受け止められた．
　筆者らは本年度複数の課題に取り組み，具
体的な改善を実施したが，前述のように学生
たちの授業態度からこの改善に確かな手応え
を感じることができた．
　このような成果を手にすることができた要
因の一っは，前年度，学生の実態の観察に始
点を置いたことにあると考える．
　本年度は年間を通し学生の学びの様子を受
け，それに呼応するような学習環境の整備を
目指したいと考えた．
　授業展開について織りの実技教育に限らず，
限られた授業時間数の中で教育目標を実現し
ていくためには，精選され，系統づけられた
カリキュラム，教師自身の工夫による自主編
成のカリキュラムが必要とされる11）ことを
念頭に置き，本年度，本コースにおいて学習
の基盤として重要であると考えたのが「経糸
と緯糸の交差から成る織りの原理」にっいて
の学習であった．そこで行った小さな織物の
制作は，織りの原理の学習に有効な方法であ
ることが，その後の改善目標にもとついた様々
な活動の展開を容易にしたことから確認でき
た．そしてこのような年間を通した複数の課
題への取り組みが互いに響き合い，相乗効果
をもたらすことにっながったのではないかと
考えている．
　今後は制作活動を日常に根づいた活動とし
てとらえる視点から，引き続きこれらの課題
に取り組み，研究を継続したい．
　学生の興味や考えの特質を受け止め，制作
において学生一人一人が自己と対峙し，成長
を感じられるような活動となるための支援の
あり方を探りたいと考えている．
注
1）青木千恵美・秦直子：女子短大生におけ
　　る織実技教育について．飯田女子短期大
　学紀要，20，35－54，2003．
2）岩村操：プレーンウィービング平織りで
　　あなただけのすてきな布を，文化出版局，
　東京，2002，p．13
3）糸量計算の方法
　織幅＝でき上がりサイズ＋織縮み分
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　織長＝でき上がりサイズ＋織縮み分
　織縮みは通常でき上がりの10～20％を見
　積もり計算する．素材や仕上げの方法に
　　よりこの値は変わる．
　経糸の計算：
　整経長＝織長＋織付け分
　整経本数二織幅×経密度
　経糸総長二整経本数×整経長
　緯糸の計算：
　緯糸総長＝織幅×緯密度×織長
　必要糸量＝糸総長（m）÷糸長（m）
　糸長は糸1gあたりの糸の長さ（m）
　　ここで求めた値は必要最小限の量なので，
　実際の制作では，必要糸量に10％程度予
　備分を加え準備する．
4）前年度，指導の一環として，各自の記録
　　ノートの提出と添削を行った．その際に，
　図の有無をはじめとし，作業の方法やポ
　　イントに関する表記などの記録について
　　も内容と量にかなりの個人差があること
　が分かった．
5）前年度聞き取り調査の中で得た学生の次
　のような言葉からの推察である．「色々
　　なことがありすぎて混乱してしまった」
　　「自分のノートだけでは後で見た時に分
　　からないことがあり，結局聞いた方が早
　　い」
6）統一形式による記録は，糸繰りの工程か
　　ら始められた．
7）整経終了後に行う作業，仮箴通しに使用
　　する道具の配置などは図に描き，踏み木
　　と綜統枠の接続を示すタイアップ図，綜
　　続通し図については別に資料を配布した．
8）当初，一ページに一工程ごとにまとめる
　　ことを計画していたが，「デザイン，糸
　　量計算，糸繰り，染色」の四工程にっい
　　てはこの記録方法ではまとめにくいとし，
　　自作テキスト本体内では，それら四工程
　　については項目と概要のみをあげ，一ペー
　　ジにまとめ，流れとしてとらえてある．
9）東山明：美術教育と人間形成一理念と実
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　　　　　　　　　平成15年度　織授業に関するアンケート
　昨年度、織工房1・Hの授業を通し、学生たちがよりよく学ぶためにはどうしたらいいのか検討されま
した。本年度、その時浮かび上がってきた課題として下記の4っの項目を改善目標としました。実際に皆
さんが授業を受け、感じたことをこの4っの項目を中心に、アンケートで把握したいと考えています。
　ここで得た意見は来年度の織授業のための基礎資料としますので、ご協力お願いいたします。
本年度授業改善目標
・記録の工夫にっいて　・テキストの作成について　・授業内容にっいて
・対話を含んだ集団による基礎内容の学習について
学生番号 氏名
（1）織工房の授業内で説明された内容をA4画用紙に記録し、1冊の自作テキストを作成したことにっい
　　て、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．良かった　　　2．まあ良かった　　　3．あまり良くなかった　　　4．良くなかった
（2｝（1）で1、2を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（3）（1）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（4）自作テキストにまとめた内容の量にっいて、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．多かった　　　2．少し多かった　　　3．普通　　　4．少なかった
⑤　まとめた自作テキストは見やすかったのか、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．見やすかった　　2．まあ見やすかった　　3．あまり見やすくなかった　　4．見やすくなかった
（6）A4画用紙を記録用紙に指定したことにっいて、あてはまるすべての項目に○をしてください。
　　1．記録しやすかった　　　　　　2．記録しにくかった　　　　3．サイズが小さかった
　　4．サイズが丁度良かった　　　　5．サイズが大きかった　　　6．まとめるのにかさばった
　　7．紙が薄いほうが良かった　　　8．紙が厚くて良かった
（7）⑥で1を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
⑧　⑥で2を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
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（9）織工房Hの授業で織工房1の授業時にまとめた自作テキストを活用することができたのか、あてはま
　　る項目に○をしてください。
　　L活用した　　2．まあ活用した　　3．あまり活用しなかった　　4．全く活用しなかった
ao）（9）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
（11）授業内で制作に関する個人面接を行いましたが、あてはまる項目に○をしてください。
　　1．意義を感じた　　　　2．意義がまあ感じられた　　　　3．意義があまり感じられなかった
　　4．全く意義が感じられなかった
（12）（11）で3、4を選んだ人はその理由を具体的に書いてください。
⑬　個人面接をした感想を具体的に書いてください。
⑭　授業中、友達や教員との関わりで良かったと思われる点をあげてください。
⑮　授業中、友達や教員との関わりで悪かったと思われる点をあげてください。
（16）本年度授業の最初に織の基本構造を理解するために、実際に糸を使って小さな織物を制作しましたが、
　　その理解についてあてはまる項目に○をしてください。
　　1．よく理解できた　　　2．まあ理解できた　　　　3．あまり理解できなかった
　　4．全く理解できなかった
（17）実際に機を使った織物を制作した際に（16）の制作体験は助けになったのか、あてはまる項目に○をして
　　ください。
　　1．助けになった　　　2．まあ助けになった　　　3．あまり助けにならなかった
　　4．助けにならなかった
（18）本年度授業にっいて、年間を通して良かったと思われる点をあげてください。
⑲　本年度授業にっいて、年間を通して悪かった、改善した方が良いと思われる点をあげてください。
tlO）その他、気付いたこと、感想などを書いてください。
ご協力ありがとうございました。
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